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あ
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さ

つ
■

●
開
館
記
念
特
別
展
示
に
つ
い
て
●

こ
の
た
び
秋
田
県
立
図
書
館

・
秋
田
県
公
文
書
館
の
新
築
落
成
を
記
念
し
て
特
別
展
示

を
催
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
は
、
特
別
展
示
室
に
お
い
て
享
保

一
三
年
の
領
内
給
人
町
絵
図
を
中
心
に
、

国
典
類
抄
、
御
亀
鑑
な
ど
の
藩
政
文
書
や
梅
津
政
景
な
ど
の
藩
士
の
記
録
な
ど
の
古
文
書
、

秋
田
県
庁
開
庁
布
告
な
ど
明
治
以
降

の
行
政
資
料
に
よ

っ
て
秋
田
の
歩
み
を
概
観
す
る

『館
蔵
資
料
で
語
る
秋
田
の
歴
史
』
を
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
「御
曹
子
島
渡
り
」
、

「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
、
「菅
江
真
澄
遊
覧
記
」
な
ど
の
古
典
籍
に
よ
る

『館
蔵
貴
重
書
展
』

を
、
研
修
室
に
お
い
て
は
平
田
篤
胤
、
佐
藤
信
渕
、
根
本
通
明
、
安
藤
和
風
、
小
牧
近
江

ら
郷
土
出
身
の
思
想
家
、
文
学
者
の
作
品
に
よ
る

『
ふ
る
さ
と
秋
田
の
人
と
本
』
を
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー

マ
と
し
て
企
画
し
て
み
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
当
館
所
蔵
の
資
料
の
み
に
よ
る

も
の
で
、
郷
上
秋
田
を
考
え
る
よ
き
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
は
創
立
以
来
九
〇
年
の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
で
四
〇
万
冊
を
越
え
る
図
書

資
料
や
数
多
く
の
書
画
軸
、
短
冊
の
類
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
収
集
さ
れ
た
も
の

の
中
に
は
今
日
で
は
求
め
ら
れ
な
い
価
値
の
高

い
資
料
が
あ
り
ま
す
。
公
文
書
館
に
は
佐

竹
文
庫
な
ど
の
藩
政
文
書
、
渡
部
斧
松
文
書
な
ど
の
地
方
文
書
、
そ
の
量
と
質
で
全
国
的

に
有
名
な
明
治
以
降

の
行
政
資
料
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
今
後
順
次

展
示
し
て
県
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
覧

い
た
だ
き
、
秋
田
県
の
歴
史
や
文
化
の
理
解
の

一
助

と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
そ
の
最
初
の
試

み
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
ゆ

っ
く
り
と
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
五
年

一
一
月
二
日

秋
田
県
立
図
書
館
長

秋
田
県
公
文
書
館
長

目
国
回
日

外
晟
鶉
弾
繹
ｋ
・翠
一・Υ
菅
壽
）

城
下
絵
図
で
は
、　
一
般
に

町
方
は
簡
略
に
描
か
れ
る
の

が
常
で
す
が
、
こ
の
絵
図
で

は
、
町
人
の
名
前
や
屋
敷
地

の
間
日

。
奥
行
き
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
貴
重

な
資
料
で
す
。

久
保
田
の
町
割
は
築
城
に

伴

い
、
内
町
、
外
町
と
も
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
外
町
で

間
日
割
を
与
え
ら
れ
た
商
人

を
本
家
商
人
と
呼
び
、
多
く

は
土
崎
湊
か
ら
強
制
的
に
移

住
さ
せ
ら
れ
た
人
々
で
す
。

そ
れ
ら
商
人
を
核
と
し
た
外

町
は
政
景
日
記
や
本
図
等
か

ら
推
定
す
る
と
、
寛
永
～
寛

文
期
に
完
成
し
、
以
後
大
き

な
変
化
は
な
か

っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
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歴
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入
部
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の
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定

エハ
郡
裕螢
凶

（製
作
年
代
不
詳
　
一合
Ｃｍ
×
こ
四
９

彩
色
豊
な
こ
の
絵
図
が
、

い
つ
作
製

さ
れ
た
か
は
不
明
で
す
。

し
か
し
、
正
保
四
年
の
出
羽
国

一
国

絵
図
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
す
。
山
本

部
は
本
桧
山
郡
、
秋

田
部
は
本
豊
嶋

郡
、
仙
乏
郡
は
本
山
本
郡
と
注
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
上
、
六
郡
の
村
数
や
高

は
正
保
の
国
絵
図
と
ほ
と
ん
ど
変
化
あ

り
ま
せ
ん
。
郡
名
の
変
更
は
寛
文
四
年

で
す
か
ら
、
正
保
国
絵
図
を
も
と
に
、

寛
文
四
年
以
降
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期

に
作
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
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秋
田
藩
家
蔵
文
書

Ｔ
全

冊
）

秋
田
藩
家
蔵
文
井
は
、
元
禄
年
間
に

佐
竹
義
処
の
命
に
よ
り
修
史
事
業
を
主

宰
し
た
同
本
元
朝
が
家
中
藩
士
等
に
伝

わ
る
古
文
書
を
写
し
た
も
の
を
出
発
点

と
し
ま
す
。
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
も

の
は
、
四
七
冊
で
し
た
。
そ
の
後
も
藩

士
等
よ
り
の
古
文
書

の
提
出
が
行
わ

れ
、
家
蔵
文
書
は
増
補
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
本
館
所
蔵
の
家
蔵
文
書
は
、

六

一
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

家
蔵
文
書
の

一
部
は
現
在
東
京
都
の
千

秋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

厳
有
院
様
御
判
物

佐
竹
氏
は
関
ヶ
原
の
戦
後
、
常
陸
水

戸
か
ら
秋
田
に
減
封
の
う
え
所
替
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
の
領
知

判
物
に
は

「出
羽
国
之
内
、
秋
田

・
仙

北
両
所
進
置
候
、
全
可
有
御
知
行
候
也
」

と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
知
行
高
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
四
代
将
軍

徳
川
家
綱
は
、
寛
文
四
～
五
年
に
諸
大

名

。
諸
社
寺
に

一
斉
に
領
知
判
物

・
朱

印
状
を
下
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に

提
示
の
資
料
は
、
そ
の
際
、
佐
竹
氏
に

下
付
さ
れ
た
判
物
の
写
で
、
は
じ
め
て

所
領
が
二
十
万
五
千
八
百
石
余
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
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対
年
の
狂
月
、
藩
主
義
曜
が
死

去
し
、
嫡
子
義
敦
が
わ
ず
か
十

一
歳
で

襲
封
し
た
た
め
、
幕
府
は
領
内
監
察
の

た
め
に
国
日
付
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
作
製
し
た
絵
図
の

一
つ
が
本
図

で
、
こ
の
時
他
に
、
大
館

・
横
手
の
絵

図
も
作
製
し
て
い
ま
す
。

足
軽
屋
敷
や
寺
院
等
も
色
別
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
図
の
最
大
の
特
色
は
、

軍
事
的
に
重
要
な
諸
郭
の
面
積
、
土
居

の
高
さ
、
堀
の
幅
な
ど
が
注
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
給
人
町
絵

図
と
基
本
的
に
異
な
る
点
で
す
。

“
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澪
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ヶヽｌ
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影
亀
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ゝ
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ル
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ユ

梅
津
政
景
日
記

秋
田
県
重
要
文
化
財

梅
津
政
景
は
、
藩
政
初
期
に
院
内
銀

山
奉
行

。
惣
山
奉
行

・
勘
定
奉
行

・
家

老
等
を
歴
任
し
た
人
物
で
す
。
そ
の
日

記
は
、
個
人
の
日
記
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
公
務
の
記
事
が
多
く
、
秋
田
藩

成
立
期
の
事
情
を
、
行
財
政

・
民
政

・

軍
事
等
の
多
方
面
か
ら
窺
い
知
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
記
録
で
す
。
そ
の
重

要
性
か
ら
、
藩
政
時
代
以
来

「国
典
類

抄
」
等
多
く
の
編
纂
物
に
引
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
代
に
お
い
て
も
、
幕
藩

体
制
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
町
三
丁
目
記
録

大
町
三
丁
目
記
録
と
は
、
外
町
の
中

心
で
あ
る
大
町
の
町
役
人
が
書
き
継
い

で
き
た
記
録
で
「永
代
帳
」
「諸
方
入
銭

げ
誕
祟
舞
疇岬漏ぜ

年
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
記
録
で
、
昭

和
三
八
年
に
大
町
三
丁
目
町
内
会
よ
り

秋
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
今
回
、
公

文
書
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
示
し
た
史
料
は
、
元（
一機

君
年

に
在
方
商
人
の
直
接
領
外
取
引
を
禁
止

し
、
大
町
商
人
を
仲
介
す
る
よ
う
に
指

示
し
た
記
事
で
あ
り
、
秋
田
に
お
け
る

大
町
商
人
の
優
位
性
を
示
し
て
い
ま

す
。
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桧
内
小
猿
辺
之
内
七
日
市
村
御
検
地
帳

機|
7  .

竿
は
慶
長

一
九
年
頃
、
後
竿
は
正
保

四
年
～
慶
安
元
年
に
行
わ
れ
、
以
後

は
個

々
の
村
の
状
況
の
変
化
に
応
じ

て
打
直
し
検
地
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
地
の
実
施
後
、
各
村
に
は

「物
成

並
諸
役
相
定
条
々
」
（
い
わ
ゆ
る

「
黒

印
御
定
書
し
が
公
布
さ
れ
、
貢
租
に

関
す
る
細
か
な
規
定
等
の
農
村
支
配

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

初
期
の
検
地
を
指
導
し
た

一
人
が

刈
和
野
で
組
下
支
配
を
し
て
い
た
渋

江
政
光
で
す
。
彼
の
遺
著
と
い
わ
れ

て
い
る

「御
当
国
御
格
式
検
地
秘
伝

之
書
」
に
注
釈
の
貼
紙
を
付
し
た
体

裁
の
も
の
が
こ
こ
に
展
示
し
た

「古

今
検
地
之
大
意
」
で
す
。

藩
で
は
、
享
保
十
三
年
に
十
二
所
、

大
館
、
桧
山
、
刈
和
野
、
角
館
、
横
手
、

角
間
川
、
湯
沢
、
院
内
の
外
、
能
代
の

絵
図
の
作
製
を
命
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、

角
間
川
の
絵
図
は
不
明
、
能
代
町
絵
図

は
能
代
市
役
所
で
所
蔵
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
は
、
当
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

大
館
の
所
預
は
佐
竹

一
門
の
佐
竹
石

見

（西
家
）
で
す
。
石
見
の
組
下
給
人

と
石
見
の
家
臣
は
区
別
し
て
記
載
さ
れ

て
お
り
、
ど
ち
ら
の
屋
敷
地
も
緑
色
で

彩
色
さ
れ
、
氏
名
、
屋
敷
地
の
面
積
が

わ
か
り
ま
す
。
足
軽
は
、
屋
敷
割
は
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
氏
名

・
面
積
の
記
載

が
あ
り
ま
せ
ん
。
城
地
は
薄
黄
色
、
上

居
は
黒
色
、
足
軽
屋
敷
は
茶
色
、
町
屋

敷

。
百
姓
屋
敷
は
桃
色
、
寺
院
は
自
色

に
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
絵
図
は
給
人
の
屋
敷

割
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
主
目
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

検
地

に

つ
い
て

一　
　
　
　
　
秋
田
藩
で

は
、
領
内
の

総
検
地
が
三

鋳　　倒Ｌこり替

鋤
　
　
れ
先
竿
。中

齢　　鮮卜磁鮮しヽと

ま
す
。

先
竿
は
入

部
直
後

の
慶

　ヽ

　

　

　

　

　

　

　

＾
一
六
〇

三
）

長
八
年
、
中

大
館
絵
図

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財

全
一虎
琳
薯
腱
一二年

　
一四
一
Ｃｍ
×
〓
七
ｃｍ
）



一
宝
暦
事
件

―

に
‐
卜

ｒ

”

∵1‐ |

牌

■

鵬
副

宝
暦
四
年
秋
田
領
内
通
用
銀
札

く
銀
札
の
図

1囲

|lll

甲 |

藩
財
政
窮
乏
打
間
の
た
め
、
宝
暦
四

年
七
月
幕
府
か
ら
許
可
さ
れ
、
同
十
二

月
に
銀
札
仕
法
を
定
め
て
、
翌
五
年
二

|

:

川

月
か
ら
発
行
さ
れ
た
最
初

の
藩
札
で

す
。
発
行
総
額
は
九
万
六

一
八
〇
貫
目

余

（金

一
六
〇
万
両
余
）
で
、
札
元
は

領
内
の
御
用
間
町
人
、
地
主
な
ど
三
十

四
名
で
す
。
兌
換
藩
札
だ

っ
た
の
で
す

が
、
現
実
に
は
兌
換
は
実
行
さ
れ
ず
、

却

っ
て
経
済
混
乱
を
招
き
、
「美
濃
国
茶

売
事
件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

藩
首
脳
の
対
キ
．抗
争
が
激
化
し
、
藩
主

の
相
続
争

い
も
加
わ
り

「宝
暦
事
件
」

（銀
札
事
件

・
秋
田
騒
動
）
ま
で
ひ
き

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、

銀
札
は
宝
暦
七
年
七
月
八
日
、
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

♯ヽ
の
場

〓
τ
″
シ
“
″湾
北

一ヽハ
Ｉ
Ｚ

、一　
キ

　̈
珀
「
ｒ
彙
Ｌ
う
ん
キ
摯
・

，
電
「
キ
ー
ヽ
―
打
ρ
‘
カ
イ
■

ソヽ
■
夕

，
′
一

ｒ
‐‘」■
¨
皮
並
″
ル
子
ふ

ム
・ヽ
ん́
ｉ

′イ
洪

争
ｆ
ｔ
Ｚ
″
ノ
れ
に
‘′
ガ

′，
ｋ

考

和
各
∵
〓
ヽ
■
κ

”
そ
墾

Ｚ
渦
イ

‘

カ
プ
チ
ッ臓
ゎ
“
ム
塀
ｒぜな
み
ヽ
瓶
″

イ
ク
ァ
イ
″
４
片
タ
ル
¢
‘
う
０
オ
多

Ｚ
′
」褐

刑
引
り
■
イ
ぃ
ん
ル
み
メ
鴬
わ

，ヤ
″脅
΅
．″
答
↓可
グ
，各
方
ラ
（τ
ｋ

ノ′
ｒ
“
●″
」フ
″
一̈口
■
Ｔ
ゲ
Ｆ
γ
′
■
仲
れ
ば
Ｌ
“
■

Ｐ
ユ
′
砂
ん
″
マ
ギ
〃
分

考́
・へら
ι
ヶ

溝
イ
ｒン　
・■
嬌
ヶ
カ
リ
‐―
ツ
燿
句“

，
ク
″

力
一́
●
ら
二

ヽ
∴
ウ
ル
な
ｌ
μ
γ
唸
月

「美
濃
国
多
羅
郷
百
姓
茶
代
銀
御
引

替
無
之

二
付
御
判
申
受
罷
下
候
節
札

元
丼
湊
小
宿

共
贈
答

一
件
」

美
濃
国
の
茶
商
が
茶
代
不
払
に
つ

き
、
秋
田
の
札
元
三
十
四
人
を
江
戸
の

本
行
所
に
訴
え
て
か
ら
解
決
に
至
る
ま

で
の
資
料
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
内
容
は
、
江
戸
の
本
行
所

へ
の
訴

状
及
び
召
換
状
、
札
元
と
茶
商
人
の
対

談
の
覚
、
日
■
書
、
茶
代
受
領
書
、
報

告
書
等
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

北
家
御
日
記

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財

角
館
の
所
頂
で
あ

っ
た
佐
竹
北
家
の

公
私
日
記
で
、
延
宝
二
年
～
明
治
二
十

七
年
の
記
録
で
す
。
内
容
は

一
族
の
動

静
、
他
家
と
の
交
際
、
諸
行
事
、
家
臣
、

組
下
給
人
に
対
す
る
指
示
、
久
保
田
や

江
戸
で
の
御
用
記
録
な
ど
公
私
両
面
に

わ
た

っ
て
お
り
、
藩
政
の
展
開
を
知
る

■
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

な
お
現
在
、
当
館
で
翻
刻
作
業
が
進

行
中
で
す
。

´
，

，
■

ユ

ー

■
　

■
ノ

′

り
一
・

，́●

・か

″̈

´
　

¨
　

　

一
ヽ

・■

表

甲
戊

年

宝
肝
四

イ更 月;

実 内
張 昨
lll眠
之 選
端:,■

哉 依

銀

が

交 日1

務 j生

Iド J(
朝 砂
以 命

`il・

l

使 以

木

印

驚 (

朱

Fロ

此
札
持
参
次
第

銀
ｉ
相
渡
中
候

札
　

圧

山
利
辱
長
四
郎

浅
野
辱
二
郎
兵
衛

柳
原
治
左
衛
門



横

手

絵

図

奪

爆
鷲

軍

茜
昂

≦

ｏ
↓

秋
田
県
指
｛走
有
形
文
化
財

フ

〃

∵

マ

“

一
　
，′
ζ
´
λ
″
‘ゝ
）
め
ヽ

綱
％
め
ｎ
り
ろ
カ
ー
ス
′
ｔ
２
フ
Ｚ
冽

″
ド
‘Ｚ
ｒ

一

■

７

Ｌ
燿

ろ

“
わヽ
ｒ後

　̈
　
澪
ィ
孝
メ
魚
％
ノ

“多
み
“
′
ん
た

４夕
”
ろ
，
７

藝
〓
ん
０
リ
ガ

角
不
ム
な
７

，
，な
瘍
‘
´
１
「

・
　

ス

∫
嘴
～

々
と
み
そ
バ
⊆

ニ

　
ン
■
∫
２

砂
Й
″
負
υ
λ
７
と

ムヽ

・・

　

　

嚇
許
漁
ヘ

一〓
Ｒ
Ｉ
Ｆ

，

，
■

一
７

●

，
　

Ｆ
●

一

●

●
」
●
」
・
　

　

「
一
　

　

　

′
　

　

一
ヽ
　
　
一　
一
・

拶
ヤ
ψ

‘
毛
一

イ

後
”

・乙

）

多
減
孝
■
力
鰺

め
あ
作
ン
隆

鰊
響
貌

二
ど
後
ウ
そ

″
ぐ

て

全

ι
Φ
玖
祈
し
わ

場
争
吟
夕
あ
わ

“
ι

ん
じ
に
ギ
ユ
゛

易

確
訓
静
省

後
７
ル子で
（４

横
手
町
は
所
預
戸
村
氏
の
城
下
町
で

す
。
戸
村
氏
は
佐
竹

一
門
で
、
幕
末
に

十
太
夫
義
効
は
本
藩
の
家
老
職
に
就
い

て
い
ま
す
。

明
治
政
府
が
奥
羽
鎮
撫
の
軍
を
進
め

た
と
き
、
東
北
諸
藩
は
自
石

（現
宮
城

県
）
に
集
ま
り
、
会
津

・
庄
内
援
護
の

同
盟
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
時
、
戸
村

十
大
夫
は
藩
を
代
表
し
て
盟
約
書
に
血

判
を
押
し
て
い
ま
す
。
「仙
台
御
用
日

記
」
は
、
十
大
夫
が
自
石
会
議
に
出
席

す
る
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
又
、
「奥
羽
鎮
撫
副
総
督
書
状
」
で

は
、
秋
田
藩
に
対
し
庄
内
征
討
軍
の
派

遣
を
催
促
し
て
お
り
Ｊ
一日
を
限
出
兵
」

す
る
よ
う
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
秋
田
藩
は
東
北
諸
藩
と
離
反

し
、
そ
の
結
果
秋
田
領
内
は
東
北
諸
藩

の
侵
攻
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
、
横
手

城
は
庄
内
藩
の
攻
撃
を
う
け
落
城
焼
失

し
ま
し
た
。

本
館
所
蔵
の

「戸
村
文
庫
」
に
は
戸

村
十
太
夫
関
連
の
古
文
書
が
多
数
含
ま

れ
て
お
り
、
戊
辰
戦
争
関
係
の
貴
重
な

資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

横
手
の
所
預
は
佐
竹

一
門
の
戸
村
氏

で
、
そ
の
他
、
向
氏
も
組
下
支
配
を
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
絵
図
に
は
、
内
町
に
給
人
の
氏

名
、
屋
敷
地
の
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
戸
村
氏
の
家
臣
名
は

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
外
町
は
屋
敷
割

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
名
前
や
面
積
は
不

明
で
す
。
城
地
は
黄
色
、
土
居
は
黒
で

侍

。
中
間

・
町
屋
敷
な
ど
は
自
で
彩
色

さ
れ
、
山
や
本
は
絵
画
的
手
法
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。

仙台御用日記奥羽鎮撫副総督書状



秋
田
実
季
書
状

佐
竹
義
宣
書
状

佐
竹
義
隆
書
状

佐
竹
義
和
書
状

ψ
′
〕

僣
ス
リ

さ
ｔ
ｏ
多ク
れ

了

ψ̈
えザ
ｃ
の
′
０
協
ア
島

あヽ

竹

な

多
ノ

ー

な

ん
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な
み

■
Ｚ
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―
あ
′２
■
■
ン・
ｒ
、ヽ
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４
争

み
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ル
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彙

守
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■
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・ヌ
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‘
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こ
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姜
Ｊ
こ
え
Ｖ
●
ケ

‐
ク
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，
１

ｆ
ム
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＞・τ
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ｆ
７

め
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ス
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μ
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１

ゎ
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ｔ
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，
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五
び
■
４
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１
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２
１
ル

■

／１
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″
１

，
免
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ユ
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わ
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一

ｌ

μ
‘

う
力

や

ょ

ヽ

以
上

伝
内

か
た
迄
御
慈
札

一
々

承
届
候
傷

此
内

境

目

之
儀
義
宣
様

よ
り
被

仰

下
候
我
等
親
存
候

者
之
時
其
出

入
候

し

か
と
も

矢
立
之
杉

を
古
来
相
定

二
附
面
其
段

申
募

近
来

量一』０

将
又
　
大
間
様
之
御
代
中

我
等
御
役
儀
先
日
被
仰

越
候
上
方
二
て
£

切
御
並
呈
中

な
と
為
仕
義
ハ無
之
候

毎
年
御
材
本
を
出
し

申
候
其
様
子
御
使
者
へ

“暉
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７
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７
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＋
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硝
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御
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遠

行
兵
部

可
申
上
候
以
上

‐

此
中

其

辺
御
左
右

其
間

へ
無
之
候
定

而

雪
も

消
御
機
嫌
能

毎

日
御
鷹

野
候
と

推

量
候
御
次

之
時

分
可
然
様

可
中
上
候

芳
寿
院
様

一
段

御
達

者
御
座

被
成
候

将

又
相
馬

長
門
殿

（計

摯

）
剛
撃

　

Ｈ
＋
自

〓

諸
大
夫

被
仰

付
候

殊
外
満

足
被
成
候

先
立
便
之

硼
失
念

呈
裂

候

て
不
申
上
候
能
様

々
畢
利
γ
ｕ

●
辞

冶

”
ン
Ｆ
ｏ
し

，″
い
パ
ル
う

と
嗜
け
□
た
パ
ニ
。な
・看

崎四
十
一
・力
価
γ
季
な
」な

，
い
‐

二
２
で
メ
■
ル
オ
′Ｌ嗜
卍
手
―

ち，
ｔ
ｋ
ム
ふ
ス
メ
い
な
ス

しヽ
ζ
」イ
ー
デυ

償
しネ
れ

ヽ
ル
ニほ
Ｆ
，Ｆ
も
‘″

，

′ヽグ
π
夕
，も
め
‘
ネ
マ
ゞ
′μも
ヽ

．ン、
）
漁
―
‘

■
τ
た
，外

ドヽセ
ヽ

〆
１
ヽヽ
夕

■
ｒ

´ヽ

直
■

か核
″
π
世
次

飛
脚
遣
候

間
令

啓
候
我
等

事

道
中

堅
固
先

月
十

二
日
着
府

同

廿
八

日
戸

田
宋
女

正
殿
被
成

下

上
使

同

廿
九

日
御
老
中
御

連
名
之

奉
書

従
土
丼
大
炊

頭
殿

到
来

今
朔

日
登

城
参
勤
之
御
礼

中
上
難
有

仕
合
候

妨
鯛
靖
銭

蕩
叫
縣

莉
醜

ｍ
錫
確

之

珍
重
之
事

候

謹
言

右
京

六
月
朔

日
　

義

和

（花
押

）

佐

竹

石
見
殿



田
秋
田
県
の
成
立

一　
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足
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イ

一参

轟鼎
ゑ
富
Ｔ
老

な
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ｙ
惨
７
ス
ι
蛹
一豫

さ
粋
滋
ａ
認
キて
「「
〃
炒

待ヽ
Ｌ
奉
″
ご
″
レ
タ
ル
ｒ
脅
聯

′
残
ゑ
響
ゎ
ね
“′‘４
２
参
７

‥

２
明
治
初
期
の
教
育

日
徴
兵
令

レ
¢

九
製

李誇

誇

繕

磁

鏑

粋

ば
閣
り
■
開
口
囮
悧
削
開
ｒ
ｒ
」Ｅ
円

埠
酔
ル
輩幹
彎
解
脚榊
絲
弊
巫

十
國
崚
薇
′力
嬌
告
鉾
フ
肇
調
欠
，、ウ
餌
フ
践
‐‐
卜
ι

像

す

エム
學

夜

訊

ュ
「

一諄
■
仏
位
沼
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐
‐‐
‐
‐
‐

●
一絹
葬
計
舞
帥群
得
畔

一サ

行

開庁布告

官立学校設立伺

明
治
六
年
、
秋
田
県
は
学
制
に
従
が

い
、
県
内
を
四
中
学
区
八
三
二
小
学
区

と
す
る
計
画
を
文
部
省
に
提
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
明
治
十

一
年
ま
で
に
県
内

で
設
立
さ
れ
た
小
学
校
は
四
〇
五
校
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

当
初
、
校
合
に
は
村
落
の
社
寺
や
部

屋
数
の
多

い
民
家
が
借
用
さ
れ
る
場
合

明
浄
難
一年
ヽ
徴
兵
令
が
発
布
さ
れ
、

成
年
男
子
に
兵
役
の
義
務
が
負
わ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
徴
兵
告
諭
の
文

中
に

「血
税
」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た

た
め
動
揺
が
広
が
り
ま
し
た
。
秋
田
県

で
も
、
同
七
年
、
平
鹿
郡
阿
気
村

（現

大
雄
村
）
で
徴
兵
令
反
対
の
農
民
騒
動

が
お
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
告
諭
は
、
こ

れ
ら
の
騒
動
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め

れ

千

常

゛
撃

貝川倒
期
岬
割
網
利
濯
川
二み
に

が
大
半
で
し
た
。
今
宿
学
校
は
そ
の

一

校
で
、
現
在
の
雄
物
川
町
今
宿
の
蔵
伝

寺
の
庫
裏
を
校
舎
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
農
家
に
と

っ
て

は
貴
重
な
労
働
力
を
奪
い
取
ら
れ
る
兵

役
の
負
担
は
大
き
く
、
徴
兵
忌
避
の
動

き
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
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の
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こ
れ
は
明
治
八
年
十
二
月
、
秋
田
県

の
農
工
商

の
三
業
を
発
展
さ
せ
、
経
済

力
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
県
庁
に
第

二
課
を
設
置
し
、
７
年

一
月
、
県
民
に

対
し
触
示
し
た
際
の
告
諭
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
庶
務
課
の
中
に
勧
業

掛
を
置
き
、
文
明
開
化
の
世
と
な

っ
て

急
速
に
発
展
し
て
き
た

「各
業

一
切
ノ

事
務
」
を
行
う
と
規
定
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
課
と
し
て
独
十
一さ
せ
、
明
治
二

十
二
年
農
商
課
と
な
る
ま
で
の
間
、
部

課
と
し
て
の
名
称
の
変
遷
は
あ
り
ま
し

た
が
、
明
確
に
三
業
を
核
と
す
る
殖
産

興
業
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
　

そ
の
間
、
博
覧
会
の

開
催
、
種
苗
交
換
会
開
催
等
を
実
施
し
、

秋
田
県
の
産
業
の
近
代
化
を
は
か

っ
て

い
ま
す
。

ヽ
―

」

―

１́

ヽ

１

■

■

１

■

＝

り

明
治
政
府
は
、
明
治
六
年
に
地
租
改

正
条
例
を
公
布
し
て
新
し
い
税
制
の
確

立
を
め
ざ
し
、
地
租
改
正
に
着
手
し
ま

し
た
。
明
治
八
年
に
は
、
実
地
調
査
し
、

官
有
地
と
民
有
地
を
区
分
し
、　
一
筆
毎

に
土
地
を
正
確
に
測
量
す
る
た
め
の
規

”
何
４
サ

準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
」ヽ
の
規
準
は
「地

籍
取
調
心
得
書
」
と
し
て
公
示
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
示
し
た
資
料
は

「
切
絵
図
」

や

「
一
村
惣
地
引
絵
図
」
の
記
載
原
則

を
示
し
た
図
で
す
。

ル
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口
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０

基
地

Ｏ

ぇ
泄
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畑
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た
土
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‥
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堺

‥
‥
村
塊ホ

六
各口

何
■
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地租改正絵図
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県会議事堂三階平面図
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秋
田
県
は
明
治
十
年
の
過
渡
的
な
民

会
を
経
て
、
同
十
二
年
東
京
府
会
と
並

ん
で
全
国
に
さ
き
が
け
て
県
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
内
の
自
由
民
権
運
動
の

活
発
化
に
と
も
な
い
、
県
令
と
県
会
の

対
立
が
お
こ
り
、
県
会
は
民
力
体
養
（地

租
軽
減
）
の
立
場
か
ら
県
令
の
提
案
し

た
予
算
の
削
減
を
主
張
し
ま
し
た
。
同

十
二
年
に
は
、
県
令
の
予
算
外
専
権
支

出
を
め
ぐ
り

一
五
〇
日
間
議
会
が
空
転

し
ま
し
た
。

こ
こ
に
示
し
た
図
面
は
、
同
二
十

一

年
新
築
さ
れ
た
県
会
議
事
堂
で
す
。

具上書

田
市
町
村
制
の
施
行

」̈嚇　”
一二″一
一一一一一　．， 一　　　　　　　　　　　融商け】油属貿〓い
刹ヽ
響合併И

く
　
“
　
イ
・　
力

二́
、二

‘一　
´
　゙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
庁
は
郡
ご
と
に
取
調
委

一響わ‐“一口一一亀一一一一・ハ一千李
てくみ多■・　鍛践げ躙江″規一雌・̈嘲撤一

れば炒れイ句″″鰤膨″倖″性｝『為牢熊ル̈一　
一「̈
一『̈
『轟義一伸

●
グ
′
グ
移

紘́
〓

イ
タ
‘
／
夕
物
■

ｚ
ヵ
ィ
珍
一ｆ
ｒ
　
　
の
が
、
こ
の
簿
冊
で
す
。
各

地
域
の
戸
数
、
地
価
、
営
業
税
な
ど
の

経
済
力
、
地
域
の
歴
史
や
地
理
な
ど
を

考
慮
し
て
新
町
村
区
域
と
そ
の
編
成
が

国
会
開
設
を
前
に
、
明
治
二
十八
↓
年
・
　

　

行
わ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

市
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
地
方
制
度
の
　
　
　
す
。

日
国
会
開
設疹

二

黎

憲
法
発
布
に
続
く
第

一
回
衆
議
院
議

員
選
挙
は
、
明
治
二
十
三
年

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
は

制
限
選
挙
で
、
選
挙
権
は
直

接
国
税
十
五
円
以
上
の
納
税

者

（秋
田
で
は
約
２

・
５
ｈａ

以
上
の
田
畑
の
所
有
者
）
に

限
ら
れ
、
有
権
者
は
県
人
口

の
約
１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。

鹿
角
郡
の
選
挙
用
紙
な
ど
の
受
領
を

伝
え
る
文
書
か
ら
、
選
挙
権
が
か
な
り

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ｏ

衆議院議員選挙事務簿

り|″人
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け
警
物
れ
お
劃
権
杏
客
わ
薇
薄
・■
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”

日
〓
ミ
集
奮
ｉ
お
勒
滝
え
吊
脅
一人

ヽ
■

ネ
ｎ
ｉ
ふ
な
ス
人
綸
外
お
薇
ふ
碑
ヽ
お
●
こ

な

Ｄヽ
車
ふ
ら
可
量
ｆ
ｉ
え
」
虫
＝
■̈
４
■

と
ヽ
“ム

ゆ̈
■
１
七
輩
ネ
地
つ́
路
ウ
■

恥
ら
ヽ
名
＃
Ｉ
で
錫
ｎ
ａ
ｉ

■苺
ゃ
‐対ｌ
ｉ
”
・̈
・
“彙

御
曹

子
島
わ
た
り

絵
巻

一
巻
。
唐
草
紋
金
ら
ん
緞
子
装
丁
。

鳥
の
子
料
紙
を
用
い
、
彩
色
の
挿
絵
と
本

文
が
交
互
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
い
針
箕
昨
ら
れ

た
物
語
草
子
を
総
称
す
る
御
伽
草
子
の

一

つ
で
、
義
経
伝
説
に
ち
な
ん
だ
御
曹
子
の

兵
法
書
奪
取
諄
で
す
。
こ
の
絵
巻
は
土
佐

絵
風
の
手
法
で
描
か
れ
た
、
江
戸
時
代
初

期
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

際
願
村

伊
勢
揚
謬
り

慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
八
）
刊
の
古
活

字
本
。
上
下
三
冊
。
表
紙
は
草
花
鳥

獣
模

様
招
込
。
伊
勢
物
語
の
嵯
峨
本
に
は
何
種

類
か
あ
り
ま
す
が
、
本
書
は
最
初
の
版
の

も
の
で
す
。
本
阿
弥
光
悦
が
挿
絵
の
版
下

を
描
き
、
木
活
字
の
書
体
は
光
悦
流
と
よ

ば
れ
る
流
麗
な
も
の
で
す
。

嵯
峨
本
は
、
慶
長
期
の
後
半
、
京
都
の

嵯
峨
で
光
悦
と
そ
の
門
下
の
角

ａ̈
素そ
朧

に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
用
紙
、
挿

絵
、
装
丁
に
美
術
的
な
意
匠
を
こ
ら
し
て

い
る
の
が
特
色
で
す
。

特
に
、
本
書
の
よ
う
に
光
悦
が
版
下
を

描

い
た
も
の
は
光
悦
本
と
も

い
わ
れ
ま

す
。

、っ
　
つ
　
は

も
の
が
た
り

宇
津
保
物
語

延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
刊
。
二
〇
巻

三
〇
冊
。淋
軽
α
地じ虐
軽
模も機
編
ふ
表
紙
。

平
安
時
代
中
期
の
物
語
で
、
作
者
は
不
詳

で
す
が
、
成
立
は
源
氏
物
語
よ
り
早
く
、

一
〇
世
紀
後
半
の
成
立
と
み
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

え
い

が

も
の
が
た
り

栄
花
物
語

写
本
、
四
〇
冊
。
書
写
年
代
不
詳
。
嫁

入
本
と
も
称
さ
れ
る
続
地じ確
軽
縫
濯
繊
表

紙
。
本
文
は
鳥
の
子
料
紙
に
流
麗
な
平
仮

名
で
書
写
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
藤
原
道
長

の
栄
幸
を
主
と
し
た
二
百
年
に
わ
た
る
世

継
物
語
で
す
。

ち
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承
久
記

写
本
。
上
下
三
冊
。
こ
の
本
の
箱
書
き

か
ら
、　
一
七
五
〇
～
六
〇
年
頃
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

外
題
は

「承
久
記
」
、
日
次
、
内
題
は

「承

久
兵
乱
記
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容

は
承
久
三
年

（
一
三
二

一
）
の
承
久
の
乱

の
顛
末
を
描
い
た
も
の
で
、
原
本
の
成
立

は
乱
後
間
も
な
く
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

無
言
抄

慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
刊
の
古
活
字

本
。
三
巻
三
冊
。
編
者
は
本
食

上

人
。
黄

土
色
地
に
銀
泥
唐
草
模
様
招
込
表
紙
。
内

容
は
連
歌
の
賦
詠
の
た
め
の
守
る
べ
き
き

ま
り
を
書

い
た
式
目
で
す
。
慶
長
二
年
に

紹

巴
の
校
閲
を
受
け
て
か
ら
刊
行
さ
れ
、

当
時
の
最
も
整
備
さ
れ
た
式
目
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

覆
模も
機
棚
＆
表
は
「
辞
鰤
緩
恥
叫
哩
¨
研
諄

ふ
祢
」
と
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
末
期
か

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
描
か
れ
た
奈
良
絵

を
挿
絵
と
し
た
、
絵
本
の

一
種
で
す
。
内

容
は
京
都
貴
船
大
明
神
の
縁
起
を
書
い
た

怪
婚
説
話
で
す
。
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三
礼
敦
註

一
四
九
二
年
刊
。
六
冊
。
著
者
は
呉
澄
。

三
礼
と
は
周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
の
三
書
の

合
併
名
称
で
す
。
当
館
所
蔵
の
唐
本
の
う

ち
最
も
古

い
版
本
で
、
明
版
と
称
さ
れ
ま

す
。
「
明
徳
館
図
書
章
」
の
蔵
書
印
が
あ
り

ま
す
。

ろ
く
し
ん
ち
ゆ
う
も
ん
ぜ
ん

六
臣
註
文
選

慶
長

一
二
年

（
一
六
〇
七
）
刊
の
古
活

字
本
。
請

統
撰
。
三

一
冊
。
藍
地
空
押
文

様
入

表

紙
。
内
容
は
中
国
春
秋
未
か
ら
六

朝

梁
ま
で
の
作
家
の
詩
賦

・
文
章
の
集

大
成
に
註
を
加
え
た
も
の
で
す
。
本
書
は

上
杉
家
の
重
臣
直
江
山

城

守
兼
続
が
要

法
寺
日
性
に
刊
行
を
依
頼
し
た
も
の
で

直
江
版
と
称
さ
れ
る
も
の
で
す
。

文選

一「， 「

一
一・

一一̈
一一”
．

古
写
本
　
論
語

‥
じ室
班
時
代
末
期
の
写
本
。
二
冊
、
浅
葱

色
地
薄
表
紙
。
本
文
は
罫
入
。
論
語
注
釈

を
書
写
し
た
も
の
で
、
朱
筆
書
入
れ
が
あ

り
、
桐
箱
入
り
で
箱
書
き
に

「古
写
本
論

五
中
　
獨
嶽
蔵
」
と
根
本
通
明
自
筆
の
署
名

が
あ
り
ま
す
。

あ

し

よ

う

し

よ

う

に

ん

ひ

や

く

し

ゆ

阿
証
上
人
百
首

一
巻
。
慶
安
三
年
宝

六
五
〇
）。
芳
楊

軒
阿
証
の
直
筆
。
阿
証
は
慶
長

一
五
年
盆

六

一
〇
）
佐
竹
義
重
の
第
五
子
と
し
て
出

生
。
後
に
長
兄
義
宣
の
養
子
と
な
り
ま
し

た
が
、
出
家
し
ま
し
た
。
正
保
三
年

（
一

六
四
六
）
京
都
の
仁
和
寺
子
院
の
尊
寿
院

を
再
興
。
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
没
。

阿
証
が
春
夏
秋
冬
、
花
鳥
風
月
を
詠
ん
だ

歌
か
ら
百
首
を
集
め
た
も
の
で
す
。

菅
江
真
澄
遊
覧
記

写
本
。　
一
〇
三
冊
。
原
本
の
成
立
は
文

政
年
間
２

八

一
八
～
三
〇
）。
菅
江
真
澄

は
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
三
河
生
ま
れ

の
旅
行
家
、
民
俗
学
者
で
、
一早
和
元
年
■

八
〇

一
）
秋
田
に
来
ま
し
た
。
文
政
五
年

（
一
八
三
二
）
そ
れ
ま
で
の
日
記
類
を
藩

校
明
徳
館
に
献
納
。
文
政
七
年
～

一
二
年

に
藩
命
で
編
纂
し
た
地
誌
「雪
の
出
羽
路
」

「月
の
出
羽
路
」
な
ど
も
文
政
十
二
年
宝

八
二
九
）
没
後
に
献
納
さ
れ
、
こ
れ
ら
は

「真
澄
遊
覧
記
」
と
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
館
所
蔵
の
も
の
は
写
本
で
す
が
、
原
本

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

平
元
梅
隣
先
生
歌

春
夏
秋
冬

の
画

一
巻
。
平
元
幾
秋

書
。
宝
暦
年
間

（
一

七
五
〇
頃
）。
梅
隣
の
春
夏
秋
冬
の
和
歌

を
、
幾
秋
が
書
と
絵
で
描
い
た
も
の
で
す
。

和
歌
を
詠
ん
だ
梅
隣
（万
治
三
年

一
六
六

〇
～
寛
保
三
年

一
七
四
三
）
は
、
長
崎
遊

学
後
京
都
で
医
師
と
な
り
後
年
帰
郷
。
漢

学
、
俳
句
、
和
歌
に
す
ぐ
れ
た
才
人
で
し

た
。
幾
秋
（正
徳
三
年

一
七

一
三
～
宝
暦

五
年

一
七
五
五
）
は
、
叔
父
梅
隣
に
育
て

ら
れ
、
其
角
派
湖
十
の
門
人
。
秋
田
藩
勘

定
奉
行
を
勤
め
ま
し
た
。

先
人
遺
墨

江
幡
浩
園

『秋
空
鷹
影
図

・』

大
館
市
　
漢
詩
、
和
歌
。
明
治

一
一

年
秋
田
週
迩
新
聞
編
集
長
。
雑
誌

。

歌
集
編
集

梅
津
憲
忠

『夢
想
之
連
歌
』
対
幅
　

ま
泉
げ

元
和
元
年
秋
田
藩
家
老
、
弟

の
政
景

と
秋
田
藩

の
基
礎

づ
く
り
に
功
績
を

上
げ
る
。

賀
藤
景
琴
画

『荷
上
場
之
図
』
外

秋
田
藩
木
山
方
吟
味
役
　
父

。
景
林

と
共
に
能
代
海
岸

に
松

の
植
林
を
お

こ
か

，
つ
。

古
川
五
明

『俳
句

。
田
に
山
に
…
…
』

秋

田
那
波
家
か
ら
出
て
吉
川
家
を
継

ぎ
、
天
明
期
俳
諧

の
頂
点
に
立

つ
。

平
元
謹
斎
書

『宋
張
思
叔
座
右
銘
』

漢
学
者
、
秋
田
藩
学
館
教
授
、
軍
事

頭
と
し
て
蝦
夷
警
国
に
当
る
。
江
戸

邸
侍
講
。

牧
野
梅
倦
画

『富
士
図
』

本
荘
市
、
狩
野
派
画
家
。
養
父
永
昌

か
ら
学
ん
だ
後
京
都

に
上
り
青
蓮
院

で
修
業
。

益
戸
治

州

画

『桃
花
図
並
賛
』
対
幅

談
林
派
俳
人
、
江
戸
邸
で
佐
竹
義
敦

の
用
人
と
な
る
。
角
館
に
私
塾
致
道

館
を
開
く
。

小
川
歓
斎
画
屏
風

画
家
。
文
見
流

で
、
中
国
趣
味

の
濃

い
人
物
画
や
花
鳥
を
多
く
描

い
た
。

秋
田
藩
士
貼
交
屏
風

: ____|
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後藤 逸女
文化11年 (1814)

～明治16年 (1883)

平田 篤胤
安永5年 (1776)

～天保14年 (1843)

佐藤 信淵
明和 9年 (1769)

―嘉永 3年 (1850)

安藤 和風
慶応 2年 (1866)

～昭和11年 (1936)

羽
後
町
生
。
江
戸
時
代
後
期
の

経
済
学
者
。
農
政
学
の
大
成
に

努
め
、
各
地
で
農
業
物
産
の
指

導
に
当
る
。
医
薬
業
に
も
従
事

し
た
。

仕社歌胎社冊川　ぁふ科̈
資αい̈
』肘出報酬裁］

短
歌
軸
装

『す
ま
女
の
消
息
』

後
藤
逸
女
の
書
写
本

西
仙
北
町
刈
和
野
生
。
明
治
易

学
の
最
高
峰
。
藩
校
明
徳
館
学

長
の
の
ち
、
東
京
帝
国
大
学
教

授
。
本
県
初
の
文
学
博
士
。

『
周
易
講
義
Ｌ

～
四
　
」局
山
堂
　
大
正
元
年

『周
易
象
義
辮
正
』
巻
首
～
二
　
明
治
３４
年

『老
子
講
義
』

博
文
館
　
明
治
３５
年

『伯
夷
伝
考
』

『周
易
三
十
一

明
治
３０
年

秋
田
市
金
足
生
。
明
治
時
代
の

農
村
指
導
者

で
秋

田
県
種
苗

交
換
会
を
創
始
。
貞
直
の
号
で

歌
を
詠
み
、
著
書
も
多
い
。

『草
木
谷
　
庵
の
手
鍋
』
　

明
治
３．
年

『石
川
翁
百
歌
集
』
　

（直
筆
色
紙
帖
）

六
郷
町
生
。
本
名
為
蔵
。
作
家
。

斎
藤
緑
雨
の
知
遇
を
得
、
写
実

主
義
作
家
と
し
て
の
地
位
を

確
立
。
昭
和
二
三
年
芸
術
院
会

口貝
。

『懲
と
憲
』
　
春
陽
堂
　
明
治
３４
年

『に
せ
紫
』
前
篇
、
後
篇
　
明
治
３８
年

『藤
　
娘
』
　
講
談
社
　
昭
和
２
年

『銀
　
笛
』
　

実
業
之
日
本
社
　
大
正
６
年

『く
だ
ん
草
紙
』
　
海
口
書
店
　
昭
和
２３
年

鹿
角
市
毛
馬
内
生
。
本
名
虎
次

郎
。
東
洋
史
学
者
。
大
阪
朝
日

新
聞
主
筆
。
京
都
大
学
教
授
。

東
洋
史
学

の
発
展

に
大
き
な

足
跡
を
残
す
。

『販
殊
純
孫
ヽ
　

東
幸
堂
　
明
治
３０
年

『研
幾
小

録
　
一
名
支
那
学
叢
考
』

弘
文
堂

豊
房
　
昭
和
３
年

『
日
本
文
化
史
研
究
』
　

弘
文
堂
書
房
　
昭
和

５
年

『内
藤
湖
南
全
集
』
全

一
四
巻
　
竹汎
摩
書
房

昭
和
４４
年
～
５．
年

秋

田
市
生
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス

ト
。
秋
田
魁
新
報
主
筆
、
社
長
。

俳
人
と
し
て
も
著
名
で
、
俳
句

や
郷
土
史
研
究

の
著
作
も
多

い
。
時
雨
庵
と
号
す
。

『秋
田
五
十
年
史
』

秋
田
郷
ｔ
会
　
昭
和
７
年

『秋
田
の
上
と
人
』
人
の
巻
、
上
の
巻
　
秋
田

郷
土
会
　
昭
和
６
年

『和
風
句
集
　
仇
花
』
　

昭
和
５
年

『俳
諧
新
研
究
』

中
央
出
版
協
会
　
大
正
６
年

『旅

一
筋
』

大
正
１５
年

仙
北
町
払
田
生
ｃ
作
家
。
『新
小

説
」
を
主
宰
し
、
非
自
然
主
義

を
唱
道
。
後
年
秋

田
時
事
社

長
、
六
郷
町
長
と
し
て
活
躍
。

『腐
肉
団
』
　
春
陽
堂
　
明
治
３３
年

『思
ひ
ざ
め
』
　
橋
南
堂
　
明
治
４０
年

『秋
田
戊
辰
勤
王
史
談
』
　

秋
田
県
振
興
会

出
版
部
　
大
正
４
年

秋
田
市
生
。

外
餡
響
一ほヽ

作
家
。

二
十
七
才
で
万

朝

報
記
者
。

波
乱
に
富
ん
だ
人
生
経
験
を

生
か
し
、
流
行
文
筆
家
と
し
て

活
躍

『西
洋
薬
物
考
』
上
、
中
、
下

（自
筆
稿
本
）

『草
木
六
部
耕
種
法
』
　

（自
筆
稿
本
）

『混
同
秘
策
』前
、
後
　
寅
賓
楼
　
明
治
２．
年

『佐
藤
信
淵
家
学
全
集
』上
、
中
、
下
　
山石
波

書
店
　
平
成
４
年
　
復
刻
版

秋
田
市
生
。
江
戸
時
代
後
期
の

国
学
者
。
国
学
四
大
人

の

一

人
。
復
古
神
道
を
唱
え
、
尊
王

攘
夷
運
動

に
大
き
な
影
響
を

与
え
た

『玉
　
祥
』

一
～
五
　

（自
筆
稿
本
）

『古
史
成
文
』
　

（自
筆
稿
本
）

『神
字
日
文
伝
』

『平
田
篤
胤
全
集
』
第

一
～
第

一
二
巻
　
内

外
書
籍
　
昭
和
７
年
～
９
年

，

９

サ

；

，

稲
川
町
野
村
生
。
歌
人
ｃ
農
耕

の
か
た
わ
ら
歌
を
学
び
、
久
保

出
や
江
戸
で
文
人

の
指
導
を

受
け
、
絵
も
得
意
と
し
た
。

『老
農
晩
耕
録
』

秋
田
県
振
興
会
出
版
部

大
正
５
年

『範
駐
制
坪
詠
心
得
』
上
、
下
　
明
治
３４
年

『稲
種
得
失
排
』
　
明
治
３４
年

根本 通明
文政 5年 (1822)

～明治39年 (1906)

岩対 造花芝酬
弘化 2年 (1845)

～大i14年 (1915)

小杉 天外
慶応元年(1865)

～昭和27年 (1952)

内藤 湖南
慶応2年 (1866)

～昭和9年 (1934)

荏爆 頚宵
明治 4年 (1871)

～昭和19年 (1944)

後藤 宙 外
慶応 2年 (1866)

～昭和13年 (1938)
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『美
的
小
社
会
』
　
新
声
社
　
明
治
３５
年

『人
情
観
的
　
日
本
史
』

文
禄
堂
書
店

明
治
３７
年

『小
説
　
町
の
仙
女
』

金
色
社
　
明
治
３７
年

『怒
　
涛
』
　

日
高
有
倫
堂
　
明
治
４２
年

『日
本
警
語
史
』
実
業
之
日
本
社

大
正
７
年

，

サ

ー

サ

雄
和
町
女
米
木
生
。
本
名
祐

治
。
正
岡
子
規
に
師
事
し
、
俳

人
と
し
て
活
躍
。
帰
郷
後
医
師

と
し
て
開
業
。
『俳
星
』
を
創

則
。

『露
月
句
集
』

青
雲
社
　
昭
和
６
年

『露
月
文
集
　
鯛
を
聴
き
つ
つ
』
　
文
川
堂

書
一房
　
昭
和
１０
年

『露
月
先
生
書
翰
』

『俳
星
Ｌ

巻
六
号
、
再
刊

一
巻

一
号
～
三
号

ｏ
　
角
館
町
生
。
本
名
鏡
次
郎
。
作

¨̈　べと家な峠「『‐『論雅ぼ詩『人庭̈］

嚇
”　
美
術
』
発
行
。

『人
之
罪
』

金
港
堂
　
明
治
３５
年

『家
庭
小
説
　
女
夫
波
』前
篇
、
後
篇
　
金
色

社
　
明
治
３７
年

『仕
合
者
』
　
春
陽
堂
　
明
治
４２
年

『第

一
人
』

春
陽
堂
　
明
治
４４
年

『ふ
た
お
も
て
』前
篇
、
後
篇
　
新
潮
社
　
大

正
５
年

角
館
町
生
。
本
名
貞
蔵
。
日
本

画
家
。
帝
国
美
術
院
会
員
。
東

京
美
術
学
校
教
授
。
ア
ラ
ラ
ギ

派
の
歌
人
と
し
て
も
有
名
。

『日
本
洋
画
曙
光
』
　
山石
波
書
店
　
昭
和
５
年

『平
福
百
穂
画
集
』
　
岩
波
書
店
　
昭
和
１０
年

『平
福
百
穂
画
集
』

集
英
社
　
昭
和
５３
年

『歌
集
　
寒
竹
』

古
今
書
院
　
昭
和
２
年

『竹
窓
小
話
』

古
今
書
院
　
昭
和
１０
年

秋
田
市
生
。
本
名
哲
太
郎
。
雑

誌

『中
央
公
論
』
編
集
主
幹
。

俊
敏
な
選
択
眼
で
多
く

の
新

進
作
家
を
発
掘
。
総
合
雑
誌
の

黄
金
時
代
を
築

い
た
。

『木
佐
木
日
記

　

滝
田
樗
陰
と
そ
の
時
代
』

木
佐
木
勝
著
　
図
書
新
聞
社
　
昭
和
４０
年

『滝
田
樗
陰
　
あ
る
編
集
者
の
生
涯
』
杉
森

久
英
著
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
４．
年

『滝
田
樗
陰
追
憶
記
』
　
中
央
公
論
　
大
正

・４
年
１２
月
号

；

ｙ

↓

，

秋
田
市
土
崎
生
。
本
名
賢
蔵
。

作
家
。
大
正
１０
年
小
牧
近
江
ら

と

『種
蒔
く
人
』
を
創
刊
。
大

正

一
三
年

『文
芸
戦
線
』
に
参

加
。

『薄
明
の
も
と
に
』
　
新
潮
社
　
大
正
１４
年

『短
篇
集
　
汽
笛
』

鉄
道
生
活
社
　
昭
和

３
年

『黎
明
に
戦
ふ
』

春
秋
社
　
昭
和
ｎ
年

『開
田
の
光
』
　
新
潮
社
　
昭
和
１９
年

秋
田
市
土
崎
生
。
本
名
近
江
谷

馴
。
仏
文
学
者
。
大
正

一
〇
年

『種
蒔
く
人
』
を
創
刊
。
プ

ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
出
発
期

の
中
心
的
存
在
。

『ふ
ら
ん
す
大
革
命
』

黄
土
社
　
昭
和
２４
年

『あ
る
現
在
史
　
種
蒔
く
人
前
後
』
　
法
政

大
学
出
版
局
　
昭
和
４０
年

『イ
ソ
ッ
プ
三
代
目
』
　
第
二
文
明
社
　
昭

和
４８
年

り

，

９

０

９

；

『
鴎
』
　
金
星
堂
　
昭
和
１３
年

『金
子
洋
文
創
作
集

銃
火
』

春
陽
堂

昭
和
３
年

『飛
ぶ
唄
』
　
平
凡
社
　
昭
和
４
年

『金
子
洋
文
作
品
集
』

一
、
二
　
竹現
摩
書
房

昭
和
５．
年

『
猪
』
　

自
筆
原
稿
　
大
正
１３
年

一一̈̈
　̈̈『「中̈』一輌け̈̈
讐

難
‥Ｉ．四
嚇　
　
き
な
影
響
を
与
え
た
。

『神
の
火
を
盗
ん
だ
女
』
紫
書
房
　
昭
和
１２
年

『欲
望
と
愛
情
の
書
』
　
紫
書
房
　
昭
和
１４
年

，

９

９

サ

ツ

ー

秋
田
市
生
。
本
名
栄
之
助
。
作

家
。
戦
後
の
農
民
文
学
の
代
表

的
な
作
家
。
『鶯
』
で
昭
和

一
四

年
新
潮
社
文
芸
賞
を
受
賞
。

『小
説
集
　
鶯
』

改
造
社
　
昭
和
１３
年

『熊
』
　

東
亜
公
論
社
　
昭
和
１４
年

『雁
』
　
春
陽
堂
書
店
　
昭
和
１４
年

『警
察
日
記
』
　
小
説
朝
日
社
　
昭
和
２７
年

『谷
間
の
兄
弟
』

東
方
社
　
昭
和
３０
年

『南
米
航
路
』

角
川
書
店
　
昭
和
３２
年

↓

ｗ

；

―

ジ

タ

二
十

　
四
　
五
城
目
町
生
。
本
名
ツ
セ
。
作

『小
説
集
　
神
楽
坂
』

改
造
社
　
昭
和
１１
年

『仮
　
面
』
　
版
画
荘
　
昭
和
１２
年

『花
　
蔭
』
　
実
業
の
日
本
社
　
昭
和
１４
年

『女
心
拾
遺
』
　
筑
摩
書
房
　
昭
和
１６
年

『矢
田
津
世
子
全
集
』

小
澤
書
店

平
成
元
年

た ぐち  きくてい

田口 掬汀 石井 露月
明治6年 (1873)

～昭和3年 (1928)

平福 百 穂
明治10年 (1877)

～昭和 8年 (1933)

今野 賢三
明治26年 (1893)

～昭和44年 (1969)

滝田 樗陰
明治15年 (1882)

～大正 14年 (1925)

小牧 近江
明治27年 (1894)

～昭和53年 (1978)

金子 洋文
明治27年 (1894)

～昭和60年 (1985)

出 年 ア 秋
家 ¬ 作 111

と 種 家 市
し 蒔

｀
11

て く 劇 崎
も 人 作 生
活

L家 °

躍 を
°

プ
°

創 大 ロ
刊 正 レ
。_タ

演 ○ リ

伊藤 永之介
明治36年 (1903)

～H召 和34年 (1959)
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